
 
  かわかみんぐ 
《若者定住を考え・動く》 
川上 ing 作戦 

後継者がいればもっと頑張れる/70 歳が一つの区切り/人を増やしたい/跡継ぎがお
らず名産品が途絶える/需要は多いが生産がおいつかない/地元木材を使って何かを
したい/村づくりに係わりたい/村に協力したい/設備投資をしたい/元気なうちは続
ける/人手が足りない/技術者育成に4～5年かかる/売上が 10年前の 1/3 程度/ 
借金がありやめられない/取引先が遠方でコスト高となっている 
ヒアリング事業所（順不同） 岡仁/中川米穀店/貝谷製麺所/山鳩湯/朝日館/春亮木材/菊谷木工所/大前豆腐/松本商会/

喫茶秀/栗山理容所/東谷製作所/マルヤ製箸/井上石油/山峯建設/すぎた測量 

仕事と住まいのワンセットプロジェクト かわかみんぐ 
《若者定住を考え・動く》 
川上 ing 作戦 

【プロジェクトの目的】村に移住を希望する若者等への移住支援（定住支援を含む）を目的とします。 

【基本的な取組み姿勢】私たちは『動き・考える』を基本的な姿勢としてプロジェクトに取組ます。 
ステップ１ 情報を共有し村の現状を『把握する』（平成 25年度） 
○村の人口の現状 ：高齢者と若年層の人口が激減している。 
○村の産業の現状 ：村内の就業者数は減少しているが、村内にはまだまだ働く場所が存在する。 
○村の住宅と集落の現状 ：歴史的価値を持つ住宅や、美しいたたずまいの集落が多く存在する。 

ステップ２ 村の進むべき方向性を『動き考える』（平成 25年度） 
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ヒアリング事業所（順不同）《建設》池田鉄建/カネマツ《製造》貝谷製麺所/春亮木材/菊谷木工所/東谷製作所《卸売》ヨシミ
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格が必要/村内にまとまった土地があれば是非戻りたい/求人しているが応募なし/外出が不自由な人のた
め出張理美容サービスをしてあげたい/施策への協力はしたいが人材を見極めたい/山の仕事を継いで貰
いたい、やめると言う無責任な事はできない/村民生活のため事業継続したい 

ディスカッションの様子 

ステップ３ 各課横断型のプロジェクトを『実行する』（平成26年度） 
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古くに建てられた住宅にもたくさんの良さがある。公営住宅の中には木材が使われていない等、
川上村の文化や生活にあっているのか疑問を持つものもあった。 

川上村らしい住宅の調査 村営住宅の見学 

住まいるネット登録住宅見学 住宅の建設現場見学 

プロジェクトの
立ち上げ 

これまでの活動を振
り返り実行するプロ
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○各課で村民のためのサービスを行っているが、それらをつないでいくことを考え
る必要がある。 
○個別のサービスから考えるのではなく、村民の立場にたって例えば｢村民の足をど
う考えるか｣といった視点で考える必要がある。 
○ヒアリング内容を聞き、事業所の人が村を支えているのを強く感じる。一つの事
業所がなくなることで、色々なところに影響が出ると思う。 
○足を運びヒアリングを行うことで、これまで手の届かなかった所へ村の思いを届
けられているように思う。 
○一つ一つの事業所を大切にすることが、村民の生活を支えることにつながる。ま
た、地域の人、村民の生活を支えると言うことは、一つ一つの事業所を大切にす
ることである。 
○みなで共同して地域を作りみなで地域を支え合うと言うことが、川上村が小さい
がゆえに、ヒアリング等お互いに言葉をかわすことで感じられると思う。 
○ヒアリングを通して得られた思いを、同じように村民一人一人が感じられるよう
「みなで支え合って生活しているんだ」と言う雰囲気づくりを行い、情報発信を
していく必要がある。川上村は決してなくならないと思う。 
○これまで行ってきた地域振興は補助金助成が主であるが、もっと他にもしなけれ
ばいけないことがあると感じた。 

若者等への移住・定住支援を目的とした「仕事と住まいのワンセットプロジェクト」を実行する 
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○県南部の12市町村におけるH24~25年度のデータから、村の高齢者福祉に係る特徴
を、プロジェクト勉強会にて探った。 
〇村の高齢化率は12市町村で最も高い。 
〇一方で、一人あたりの介護給付金や要介護認定率は12市町村で最も低い。 
○この要因は、2000 年以前に村が実施したヘルパー養成事業による「村民の修練」の
成果とともに、地域の民生委員と社会福祉協議会、診療所、村役場等の「密な連携」
によるところが大きい。 
〇これらが村の高齢者の安心につながり、数値として表れたものと理解した。 

住まいるライフプロジェクトかわかみんぐ 
《若者定住を考え・動く》 
川上 ing 作戦 
かわかみんぐ 
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ステップ１ これまでの取組みをふりかえる ～村の強みとして誇れる『高齢者福祉』～ 

ステップ２ 子どもと保護者に対する村の施策を分析する ～手厚い『助成金』と手薄な『サービス支援』～）※次頁参照 

ステップ３ 担当課を超えて連携し、プロジェクトを実行する ※次頁参照 
担当課を超えて連携し、「一人ひとりの村民の声を聞く」 

その上で村民ニーズ等ををふまえたプロジェクトを実行する。 

福祉チーム 子育てチーム 
子育て世代への施策の拡充と新たな施策を考える 医療や福祉制度の見直しと施策の拡充を考える 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ勉強会の風景 
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千円 
※乳幼児健診・1.6 歳児健診 
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○子ども数が高齢者数
の１割に満たないの
に、助成金額は成人対
象のがん検診助成に
匹敵する金額である。 

サービス支援への取り組み（H26年度事業～） 
①学童保育（園庭開放） 
（目的）学童保育の対象の有無に限らず、子どもを
一緒に遊ばせたい。 
（課題）集まる場所とそこまでのアプローチ方法、
保育士等の増員など。 
②乳児の受け入れ（保育園事業） 
（目的）共働き家庭の増加に伴う0歳児保育への要
請。 
（課題）調理室の整備や保育士等の増員など。 
③のびっこ広場 
（目的）乳幼児を対象とした遊び場づくり等により
親同士の交流促進及び子育てサポート。 
（課題）年齢差による遊びのプログラム作りと実施
回数の増加など。 
④その他 
（目的）「自然に触れる体験」や木工遊具等による
「木育」。 
（課題）地域住民や村の技術者等の人材発掘など。 


